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公立大学法人公立千歳科学技術大学 第 2期中期計画新旧対照表 

 

旧 新 

＜略＞ 

３ グローバル連携に基づく研究力の向上に関する目標を達成するため

の措置 

＜略＞ 

(2)半導体に関する研究・連携に関する目標を達成するための措置 

ア 次世代半導体に関する国際企業との共同研究を実施するための

体制を構築し、共同・受託研究、開発支援を行う。 

指  標 目標値等 達成時期 

CSR(千歳シリコンリサーチセンタ

ー)*4による共同・受託研究、開発支

援の件数 

5 件 毎年度 

*4 CSR(千歳シリコンリサーチセンター):半導体及びその周辺学

術領域の研究成果創出、教育体制整備、外部資金獲得及び地

域貢献促進に関して取り組む学内組織。 

 

 

 

＜略＞ 

９ その他の業務運営に関する目標を達成するための措置 

＜略＞ 

(3)施設・設備の整備、更新等に関する目標を達成するための措置  

ア 企業や研究機関との協働及び高度な研究技術者の育成を図る

共創拠点を整備する。また、地域社会の動向を踏まえた人材育成

に寄与する施設を整備する。 

 

 

＜略＞ 

３ グローバル連携に基づく研究力の向上に関する目標を達成するため

の措置 

＜略＞ 

(2)半導体に関する研究・連携に関する目標を達成するための措置 

ア 次世代半導体に関する国際企業との共同研究を実施するための

体制を構築し、共同・受託研究、開発支援を行う。 

指  標 目標値等 達成時期 

研究機関、大学等と連携した、国際研

究開発拠点の構築 
1 件 令和 10 年度 

CSR(千歳シリコンリサーチセンタ

ー)*4による共同・受託研究、開発支

援の件数 

5 件 毎年度 

*4 CSR(千歳シリコンリサーチセンター):半導体及びその周辺学

術領域の研究成果創出、教育体制整備、外部資金獲得及び地

域貢献促進に関して取り組む学内組織。 

 

＜略＞ 

９ その他の業務運営に関する目標を達成するための措置 

＜略＞ 

 (3)施設・設備の整備、更新等に関する目標を達成するための措置  

ア 企業や研究機関との協働及び高度な研究技術者の育成を図る

共創拠点を整備する。また、地域社会の動向を踏まえた人材育成

に寄与する施設を整備する。 

 

 

資料２別紙１ 
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旧 新 

 

指  標 目標値等 達成時期 

新大学院棟(DX 棟)の整備 1 件 令和 8 年度 

半導体人材育成施設の整備 1 件 計画期間中 

 

 

イ 教育研究や学生活動の水準を維持・向上を図るため、老朽化し

た施設や設備の改修や更新等、並びに必要に応じて研究や実験

授業のスペースの拡張等を行い、適切な維持管理と教育研究の

環境改善を行う。   

指  標 目標値等 達成時期 

施設の改修・修繕の経費

(長寿命化計画に基づく

対応分、令和 5 年度価格

に基づく設定) 

130 百万円/年 計画期間中の平均 

新大学院棟(DX 棟)の整

備【再掲】 
1 件 令和 8 年度 

半導体人材育成施設の整

備【再掲】 
1 件 計画期間中 

 

 

＜略＞ 

11 予算(人件費を含む)、収支計画及び資金計画  

※ 第2期中期計画期間における予算等については、令和6年度の給料

表、物価指数、為替レート等との差額を加減して計上する。 

また、各事業年度の運営費交付金の額については、予算編成過程において

再積算の上、決定される。 

 

 

指  標 目標値等 達成時期 

新大学院棟(DX 棟)の整備 1 件 令和 8 年度 

国際研究開発拠点施設・半導体

人材育成施設の整備 
1 件 令和 10 年度 

 

イ 教育研究や学生活動の水準を維持・向上を図るため、老朽化

した施設や設備の改修や更新等、並びに必要に応じて研究や実

験授業のスペースの拡張等を行い、適切な維持管理と教育研究

の環境改善を行う。   

指  標 目標値等 達成時期 

施設の改修・修繕の経費

(長寿命化計画に基づく

対応分、令和 5 年度価格

に基づく設定) 

130 百万円/年 計画期間中の平均 

新大学院棟(DX 棟)の整

備【再掲】 
1 件 令和 8 年度 

国際研究開発拠点施設・

半導体人材育成施設の整

備【再掲】 

1 件 令和 10 年度 

 

＜略＞ 

11 予算(人件費を含む)、収支計画及び資金計画  

※ 第2期中期計画期間における予算等については、令和6年度の給料

表、物価指数、為替レート等との差額を加減して計上する。 

また、各事業年度の運営費交付金の額については、予算編成過程において

再積算の上、決定される。 
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旧 新 

 

（1）予  算(令和7年4月1日から令和13年3月31日)  

                                                  (単位:百万円) 

区  分 金  額 

収入  

運営費交付金 7,186 

千歳市補助金 2,271 

自己収入 5,591 

授業料等収入 4,215 

その他収入 1,377 

受託研究等収入 732 

寄附金収入 90 

計 15,869 

支出  

業務費 12,867 

教育研究経費 4,784 

人件費 6,647 

一般管理費 1,436 

受託研究等経費 732 

施設設備整備事業費 2,271 

計 15,869 

注)各計数は、原則として表示単位未満四捨五入のため、合計等

に一致しないことがある。 

 

 

 

 

 

 

（1）予  算(令和7年4月1日から令和13年3月31日)  

                                                   (単位:百万円) 

区  分 金  額 

収入  

運営費交付金 7,186 

千歳市補助金 2,271 

自己収入 5,591 

授業料等収入 4,215 

その他収入 1,377 

受託研究等収入 4,662 

寄附金収入 90 

計 19,799 

支出  

業務費 13,522 

教育研究経費 5,439 

人件費 6,647 

一般管理費 1,436 

受託研究等経費 4,007 

施設設備整備事業費 2,271 

計 19,799 

注)各計数は、原則として表示単位未満四捨五入のため、合計等に

一致しないことがある。 
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旧 新 

 

（2）収支計画(令和7年4月1日から令和13年3月31日)  

                                                  (単位:百万円) 

区  分 金  額 

費用の部  

経常経費 13,109 

業務費 11,327 

教育研究経費 3,949 

受託研究等経費 732 

人件費 6,647 

一般管理費 1,436 

減価償却費 346 

収益の部  

経常収益 12,841 

運営費交付金収益 7,186 

授業料収益 3,584 

入学金収益 505 

検定料収益 126 

受託研究等収益 732 

寄附金収益 90 

補助金等収益 541 

財務収益 6 

雑益 72 

純利益 △268 

目的積立金取崩額 268 

総利益 0 

注)各計数は、原則として表示単位未満四捨五入のため、合計等に

一致しないことがある。 

 

（2）収支計画(令和7年4月1日から令和13年3月31日)  

                                                  (単位:百万円) 

区  分 金  額 

費用の部  

経常経費 17,039 

業務費 15,257 

教育研究経費 4,604 

受託研究等経費 4,007 

人件費 6,647 

一般管理費 1,436 

減価償却費 346 

収益の部  

経常収益 16,771 

運営費交付金収益 7,186 

授業料収益 3,584 

入学金収益 505 

検定料収益 126 

受託研究等収益 4,662 

寄附金収益 90 

補助金等収益 541 

財務収益 6 

雑益 72 

純利益 △268 

目的積立金取崩額 268 

総利益 0 

注)各計数は、原則として表示単位未満四捨五入のため、合計等に

一致しないことがある。 
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旧 新 

（3）資金計画(令和7年4月1日から令和13年3月31日)  

                                                  (単位:百万円) 

区  分 金  額 

資金支出 17,640 

業務活動による支出 15,369 

投資活動による支出 1,571 

財務活動による支出 700 

次期中期目標期間への繰越金 0 

資金収入 17,640 

業務活動による収入 13,598 

運営費交付金による収入 7,186 

補助金による収入 1,299 

授業料等及び入学検定料による収入 4,215 

受託研究等による収入 732 

寄附金による収入 90 

その他収入 78 

投資活動による収入 2,271 

財務活動による収入 0 

前中期目標期間からの繰越金 1,771 

注)各計数は、原則として表示単位未満四捨五入のため、合計等

に一致しないことがある。 

 

＜略＞ 

16 公立大学法人公立千歳科学技術大学の業務運営並びに財務及び会計

に関する規則で定める事項 

(1)  施設及び設備に関する計画 

 ア DX 棟は、教育研究の高度化・多様化・国際化、さらには地域貢献

や新産業創出などの推進・拡大を図るため、大学院拡充(文科省採

（3）資金計画(令和7年4月1日から令和13年3月31日)  

                                                  (単位:百万円) 

区  分 金  額 

資金支出 21,570 

業務活動による支出 19,299 

投資活動による支出 1,571 

財務活動による支出 700 

次期中期目標期間への繰越金 0 

資金収入 21,570 

業務活動による収入 17,528 

運営費交付金による収入 7,186 

補助金による収入 1,299 

授業料等及び入学検定料による収入 4,215 

受託研究等による収入 4,662 

寄附金による収入 90 

その他収入 78 

投資活動による収入 2,271 

財務活動による収入 0 

前中期目標期間からの繰越金 1,771 

注)各計数は、原則として表示単位未満四捨五入のため、合計等

に一致しないことがある。 

 

＜略＞ 

16 公立大学法人公立千歳科学技術大学の業務運営並びに財務及び会計

に関する規則で定める事項 

(1)  施設及び設備に関する計画 

 ア DX 棟は、教育研究の高度化・多様化・国際化、さらには地域貢献

や新産業創出などの推進・拡大を図るため、大学院拡充(文科省採



6 

 

旧 新 

択事業)に伴う学生(高度情報人材など)及び大学院専任教員の増加

に対応する研究室(学生研究室・教員個室)を整備するとともに、企

業・研究者などとの様々な連携協働を行う共創拠点となる施設(イ

ノベーション・コモンズ)として整備する。 

 また、半導体製造に関連する電気電子技術等の実験実習施設(学部

生用)を整備することにより、地域で集積が進む半導体関連産業へ

の人材輩出に寄与するとともに、集積が図られた半導体関連企業で

活動する人材のリスキリングの場として、さらには、材料素材や半

導体関連物質などに関連する環境科学分野などの人材育成の場を

形成し、本学における教育の質の向上と地域貢献の拡大を図るため

に必要となる施設整備について検討し、その詳細をまとめたとき

に、中期計画を変更する。 

 イ 既存の校舎及び施設設備について、インフラ長寿命化計画に基づ

く老朽度や故障頻度等に応じて、必要な整備を計画的に実施する。

また、教育研究の推進及び学生サービスの維持向上に必要な施設設

備(研究機器の更新や設備のリプレイスなど)も整備する。具体的な

整備内容は各事業年度の予算編成過程において、必要性や緊急度等

により決定する。 

 

計   画 予定額 財   源 

①新大学院棟(DX 棟)の整備 10 億円 
・文部科学省補助金 

・千歳市補助金 

②既存校舎、施設設備に係る

取替更新、大規模修繕、新

規採用教員の研究室整備等 

20 億円 

(上限) 
・千歳市補助金 

※ 第2期中期計画期間における予算等については、令和6年度の給料

表、物価指数、為替レート等との差額を加減して計上する。 

また、各事業年度の施設整備事業費については、予算編成過程において 

択事業)に伴う学生(高度情報人材など)及び大学院専任教員の増加

に対応する研究室(学生研究室・教員個室)を整備するとともに、企

業・研究者などとの様々な連携協働を行う共創拠点となる施設(イ

ノベーション・コモンズ)として整備する。 

 また、最先端半導体技術の研究開発を行う拠点施設を整備すること

により、わが国における半導体産業の持続的、自律的発展に貢献す

るほか、半導体製造に関連する電気電子技術等の講義施設を整備す

ることにより、地域で集積が進む半導体関連産業への人材輩出に寄

与するとともに、集積が図られた半導体関連企業で活動する人材の

リスキリングの場として、さらには、材料素材や半導体関連物質な

どに関連する環境科学分野などの人材育成の場を形成し、本学にお

ける教育の質の向上と地域貢献の拡大を図るために必要となる施

設を整備する。 

 イ 既存の校舎及び施設設備について、インフラ長寿命化計画に基づ

く老朽度や故障頻度等に応じて、必要な整備を計画的に実施する。

また、教育研究の推進及び学生サービスの維持向上に必要な施設設

備(研究機器の更新や設備のリプレイスなど)も整備する。具体的な

整備内容は各事業年度の予算編成過程において、必要性や緊急度等

により決定する。 

計   画 予定額 財   源 

①新大学院棟(DX 棟)の整備 10 億円 
・文部科学省補助金 

・千歳市補助金 

②国際研究開発拠点施設・半

導体人材育成施設の整備 
28 億円 

・経済産業省委託金 

・自己資金 

③既存校舎、施設設備に係る

取替更新、大規模修繕、新

規採用教員の研究室整備等 

20 億円 

(上限) 
・千歳市補助金 

※ 第2期中期計画期間における予算等については、令和6年度の給料
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旧 新 

精査の上、決定される。 

 

 

表、物価指数、為替レート等との差額を加減して計上する。 

また、各事業年度の施設整備事業費については、予算編成過程において 

精査の上、決定される。 

 


